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この概要では、車両の最大装備を示しています。
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生命の危険がある！
ハイボルテージ コンポーネントには触れないこと!
特徴：
直流電圧を伴うハイ ボルテージ システムは 385 V までです!
以下にアクティブ ハイブリッドの識別用特徴および詳細を記載しています。

。
識別特徴：
トランク リッド、フロント フェンダーおよびフロント エントランス レールに「Active Hybrid 3」のモデル バッ
ジ。
リム。

。
車両を動かないように固定してください。

ボタン「P」を押します。

(C) 2012 BMW AG München, Deutschland
2012 年 11 月発行 2



ハンド ブレーキを操作する。
。

エアバッグが作動しました
エアバッグの作動を伴う事故では、ハイ ボルテージ システムは自動的に作動解除されま
す(電圧がない状態)。

。
. 駆動系とハイ ボルテージ システムの作動を解除します(電圧をなくす)バリエーション 1- エアバッグが作動して
いない。

特記事項:
基本的に 12 V バッテリーのマイナス極を分離する必要があります。
全ての 12 V バッテリー マイナス極を分離することによって、ハイ ボルテージ システム
は自動的に作動解除されます(無電圧状態になる)。

(イグニッションと 12V バッテリーに手が届く)

1. 1 エンジン作動中かメーター パネルの表示が作動している場合には、「START STOP ENGINE」ボタンを押
してイグニッションをオフにしてください。
。
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トランク リッドを開け、ラゲッジ ルーム カバーの右側からサービス フラップ(1)を取り外します。
。

3. ナットを緩め、両方のバッテリー マイナス配線(1)を上方向に抜き取ります。
バッテリー マイナス配線との接触を防ぐため、バッテリー マイナス極を覆ってください。
。
ハイ ボルテージ システムの作動解除(無電圧状態に切替える)バリエーション 2

1. ラゲッジ ルームを開く。
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2. トランク ルーム フロア トリム パネル(1)を取り出す。

3. ハイ ボルテージ安全スイッチのコネクターをロック解除し (2)、矢印方向に引き離します。

ボア(1)が完全に開きコネクターの文字「OFF」が見えれば、ハイ ボルテージ システムは作動解除されていま
す。
意図せずハイ ボルテージ システムを作動させることのないように、この開いたボア(1)に南京錠などを取り付け
ることができます！
注意事項: コネクター接続は完全に分離できません。
。
ハイ ボルテージ バッテリーはラゲッジ ルーム カバーの下部に位置しています。
ハイ ボルテージ バッテリーの識別ラベル:

。

右ハイ ボルテージ コンポーネントの
識別ラベル:

。
高圧線 (1) の識別ラベル (絶縁体 / オレンジのジャケット)。
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。

車両の開放
これらの注意事項は、訓練を受けたレスキュー隊員にのみ適用されます。この他さらにセイフティ システムの機
能および作動方式、ならびに車両特性に関する知識が必要となります。

1. 面は、ルーフを切断することのできる領域を示しています。
ボディを切断するための前提条件は、最新の高性能特殊カッターです。旧式の油圧カッターでは負担が大き
すぎるかもしれません。
高性能特殊カッターは、訓練を受けた人員によって専門的かつ適切に使用されなければなりません。

2. ドア ロック

3. ドア ヒンジ

重要なインフォメーション
隊員のためのインフォメーションに注意してください（救急ガイド を参照）。
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